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九州ルーテル学院大学（以下「本学」という。）は、キリスト教の精神を基盤にして、

教育基本法及び学校教育法の定めに則り、「感恩奉仕」の学風のもとに、深く専門の学芸

を教育研究し、職業及び社会生活に必要な教育を施し、あわせて情操豊かで国際性に富む

全人的な人間性を涵養し、もって広く福祉と社会・文化の向上に資する人材を育成するこ

とを理念として掲げている。 
研究データを適切に管理し、広く公開することは、本学の研究活動の実現・発展のため

不可欠であるだけでなく、人類の文化遺産の豊かな継承・発展に寄与するものである。 
そこで、本学は、研究データを適切に管理し、その公開等を通じて利活用を促進するた

めに、九州ルーテル学院大学研究データポリシー（以下「本ポリシー」という。）を以下

のとおり定める。 
 
（研究データの定義）  

１．本ポリシーが対象とする「研究データ」とは、本学の研究活動の過程で研究者によっ

て収集又は生成された情報（数値、画像、テキスト、有体物等）を指し、デジタル・非

デジタルを問わない。 
 

（研究者の定義）  
２．本ポリシーが対象とする研究者とは、本学の教職員、大学院生等、本学における研究

活動に従事する全ての者を指す。 
 

（研究者の役割）  
３．研究者は、自らが収集・生成した研究データの管理を行う権限と責務を有する。 

４．研究者は、研究データの価値を守るため、また、研究活動の透明性・公正性を示すた

め、関係する法令及び学内規則、研究倫理その他これに準ずるものに従って、それぞれ

の研究分野の特性等を考慮し、適切に研究データを管理し、可能な範囲でのデータの公

開、利活用の推進を実施する。 
 

（大学の役割）  
５．本学は、研究者が行う研究データの管理、公開及び利活用を支援する環境の整備を行

う。 
 

（その他） 
６．本ポリシーは、社会や学術状況の変化に応じて適宜見直しを行うものとする。 


